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Ⅰ 研究主題について 

 １ 研究主題設定の背景 

  中央審議会答申（平成 20 年１月）では、「自分に自信がもてず、自らの将来や人間関係に 

 不安を抱えているといった子供たちの現状」を踏まえ、体験活動の充実について提言してい

る。今年度で新しい学習指導要領の全面実施から３年目を迎えているが、図画工作において

も、自信をもって活動し表現できる児童の育成が求められている。

 本研究を開始するに当たって 1284 名の児童を対象（都内公立小学校 抽出４校）に行った

実態調査では、「いつも自信をもって作品をつくっている・自信をもっている時もある」と答

えた児童は約 70％であった。自信がもてる具体的な場面としては「いいアイデアが浮かんだ

時」「得意な題材の時」「うまくつくれた時」が多く挙がった。一方で自信をもてない理由と

して「これでいいのか不安」「人に見られるのが恥ずかしい」「思ったとおりにできない」「ア

イデアが思い付かない」などが挙った。

 図画工作の学習活動における、最近の児童の傾向として、造形活動への興味・関心・意欲

が高く、初めて出会うものに興味をもつことができるが、自分の表現に自信がもてず、失敗

をおそれ、積極的な試行錯誤や自分なりの表現ができないなどの課題がある。自信がない理

由として、自分の思いや考えを表現するための手だてが分からないこと、自己肯定感、安心

感をもって活動に取り組めていないことが考えられる。

 一方、自分の表現に自信がある児童の具体的な姿として、「喜んで生き生きと自己の表現を

高めていこうとする」「自ら工夫して表そうとする」「学び（過去の経験や題材の中での学び）

を次の活動につなげて表現しようとする」姿が考えられる。

 ２ 研究主題の設定について 

  小学校学習指導要領 図画工作の目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、感性を働かせな

がら、つくりだす喜びを味わうようにするとともに、造形的な創造活動の基礎的な能力を培

い、豊かな情操を養う。」である。児童が造形活動を行う中で、つくりだす喜びを味わいなが

ら自分の表したいことや表現に自信をもつことは、自己肯定感を高め豊かな情操を養うこと

の基盤となる。上記の実態調査等を踏まえ、本研究では、児童自身がこれまでの経験や学び

を生かしつつ、自分の表現したいことに自信をもちながら主体的に造形活動を行い、自分の

表現を更に高めていくことを目指し、主題を「学びをつなげ、自らの表現を高めていける児

童の育成」と設定した。

 ３ 副主題の設定について 

 副主題は、本研究における主題に迫る切り口として、発想や構想の能力に注目した。造形

活動において、関心・意欲・態度を前提としながら発想や構想の能力を培うことは、児童の

思いや表したいことへの実現に大きく関わり表現活動の基盤になると考えられる。

実態調査で「アイデアを練ったり、つくり方を考えたりするのは好き」「どちらかといえば好

き」と答えた児童は 89.8％と多かった。しかし、「アイデアを練ったり、つくり方を考えたり

研究主題 

学びをつなげ、自らの表現を高めていける児童の育成 
～発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫～ 



するのは得意」「どちらかといえば得意」と答えた児童は 72.5％であり、児童は発想や構想を

することは好きだが、自信がない様子が明らかになった。

また、次に示す「特定の課題に関する調査－小学校図画工作・中学校美術―」（国立教育政策

研究所教育課程研究センター平成 21 年度）からは、児童の発想や構想の能力を伸ばせるであろ

うという期待は高いが、実際の表現活動の場面では、新しいアイデアを思い付けない児童が多

いことが分かる。

本調査では調査結果の概要と指導の改善事項の中で「児童が自分なりの感じ方や考え方を発

展できるように、発想や構想を助けるような具体的な体験の機会の確保、手掛かりになる視点

や方法の提示などの指導を工夫する。」と述べるとともに、試行錯誤しながら発想や構想を広げ

られるようにすることが大切であるとしている。児童の発想や構想の能力を高め、発想や構想

したことを生かして表現できるような手だてをとることが、自信をもって活動できる児童の育

成につながると考え、副主題を「発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫」と

した。 

（特定の課題に関する調査「-小学校図画工作・中学校美術-」国立教育政策研究所教育課程研究センター平成 21 年度より抜粋） 

Ⅱ 研究の仮説  

 

１ 仮説の設定について 

   以下の３つの観点による指導の工夫を考案した。

  (1)表現を行う上での、基盤となる資質や能力である児童の「造形への関心・意欲・態度」 
  を高める指導の工夫を行う。

  (2)表現を行う上での基盤となる、資質や能力である児童の「発想や構想の能力」を豊かに

する指導の工夫を行う。

  (3)思い付いたものやイメージしたものをつくりだす上で、計画することやつくり方を考え

るなどの発想や構想する経験を重ね、児童が発想や構想からの学びを生かせる指導の工夫

を行う。このことにより、以下の児童を育成できると考えた。 
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図画工作を学習すれば、アイデアを思いついたり想像したりする

力がつくと思いますか

図画工作の授業で、材料から新しいアイデアを思いつくことがあり

ますか。

図画工作の授業で、 かいたりたりつくったりしながら新しいアイデ

アを思いつくことがありますか。

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

仮説 
「表現の始まりや過程において、児童が豊かに発想や構想を広げるための指導の工夫を行

えば、経験したことや学んだことを生かし、自分の表現に自信をもちながら表現を深めた

り、新たな表現を生み出したりする児童を育成できるであろう。」 
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 ２ 目指す児童像 

  (1)豊かに発想や構想を広げる児童（アイデアやひらめきがたくさんある、違うアイデアが 

  浮かぶなど） 

  (2)自分の経験とともに発想や構想からの学びを生かし、表現を深めたり、新たな表現を生 

  み出したりする児童（もっとよい表現や作品になるように考えたり、試したり、つくり方

を工夫したりする、新しい方法に挑戦するなど） 

  (3)自分が考えたことに自信をもって表現する児童（児童自身が独自に考えたアイデアで失 

  敗をおそれずに表現しようとする、自分の思いやイメージ、考えたことを生き生きと表現

できるなど） 

Ⅲ 研究の視点 

 本研究では、児童一人一人が、様々な造形体験や学びを生かし、自分の表現に自信をもちな

がら、更に表現力を高めていける指導方法を工夫した授業の提案を行うこととした。

例えば、児童が豊かな発想や構想ができるような機会の設定及び方法を示すことや、発想し

たことを作品にするための構想する方法を学ぶことで、児童自身が思いやイメージ、考えを具

体的な形にできると考えられる。

本研究では「Ａ表現（１）造形遊び」と「Ａ表現（２）絵や立体・工作」で働く発想や構想

のプロセスの違いを明確にしながらＡ表現（１）、Ａ表現（２）の平面と立体についてそれぞれ

検証授業を行った。

研究の視点は、研究主題「学びをつなげ、自らの表現を高めていける児童の育成～発想や構

想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫～」を具現化するために、仮説を基に具体的な

手だての項目を設定した。  

 ○児童の関心・意欲を高める授業の工夫 
・題材、材料、用具の提示の工夫 
・達成感や喜びを味わわせるための肯定的な声掛け・支援 
○児童の発想や構想を広げるための指導の工夫 
・題材のねらいに沿って発想や構想をするための場の設定 
・発想や構想の手掛かりになる視点や方法の提示 
・発想や構想を行う時間の確保 
○児童の発想や構想を生かして表現する指導の工夫 
・発達の段階に応じた発想や構想の能力を高める系統性のある題材設定、題材開発 
・発想や構想したものや作品等の資料の活用や提示 
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Ⅳ 研究の方法 

  次の方法で研究主題を立て、研究仮説の検証を行う。

１ 基礎研究 

本研究員の所属校の児童を対象とした実態調査によって児童の実態を把握・分析し、目

指す児童像と本研究の方向性を明らかにする。また、「図画工作科、美術科(美術、工芸)

の現状と課題、改善の方向性(検討素案)(教育課程部会等の審議を踏まえて再整理したも

の)」(中央教育審議会、平成 19 年７月)、｢平成 21 年度特定の課題に関する調査(小学校・

中学校)ペーパーテスト・実技調査集計結果及び質問紙調査集計結果-図画工作・美術-｣(国

立教育政策研究所教育課程研究センター平成 21 年度)といった参考文献等から、今日の教

育課題を明確にする。以上の研究を踏まえ、研究主題に迫るための仮説及び具体的な手だ

てを考察する。

２ 実践研究 

仮説に基づいた題材設定、題材開発を行い、各題材に応じた指導方法を研究する。

検証授業によって、指導方法が有効であったかを検証及び分析し、研究協議で成果と課

題を明らかにする。

３ 実態調査 

本研究員の所属校において、児童を対象に、〝発想や構想〟〝造形活動への自信〟の視

点で、質問紙法によるアンケートを３回実施する。

第１回は、担当学年全ての児童を対象に実施し、主に児童の実態把握の資料とする。

第２回、第３回は、検証授業を実施する学級の児童を対象とする。検証授業の事前・事

後の調査結果を比較し、児童の行動や意識の変容を明らかにすることで、指導方法が有効

であったかを検証及び分析することを目的とする。

 



Ⅴ 研究の内容 

１ 研究構想図 

 

【研究の内容】 

 

【研究主題】 

学びをつなげ、自らの表現を高めていける児童の育成 

～発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫～ 

【研究の仮説】 

 表現の始まりや過程において、児童が発想や構想を広げるための指導の工夫を

行えば、経験したことや学んだことを生かし、自分の表現に自信をもちながら表

現を深めたり、新たな表現を生み出したりする児童を育成できるであろう。 

【目指す児童像】 

○豊かに発想や構想を広げる児童 

○自分の経験とともに発想や構想からの学びを生かし、表現を深めたり、新たな表現を生み出し

たりする児童 

○自分が考えたことに自信をもって表現する児童 

【研究の方法】 
○基礎研究 
○実践研究（手だてを踏まえた検証授業、考察、授業改善、授業提案）  
○実態調査 

【教育研究員共通テーマ】  学習指導要領に対応した授業の在り方  

【手だて】 
○児童の関心・意欲を高める授業の工夫 

・題材、材料、用具の提示の工夫 
・達成感や喜びを味わわせるための肯定的な声掛け・支援 

○児童の発想や構想を広げるための指導の工夫 
・題材のねらいに沿って発想や構想をするための場の設定 
・発想や構想の手掛かりになる視点や方法の提示 
・発想や構想を行う時間の確保 

○児童の発想や構想を生かして表現する指導の工夫 
・発達の段階に応じた発想や構想の能力を高める系統性のある題材設定、題材開発 
・発想や構想したものや作品等の資料の活用や提示 

【教育課題】 

・自信をもって表現する児童の育成 

・思考力・判断力・表現力等の育成 

・豊かな心や健やかな体の育成 

【児童の実態】 

◇造形活動への興味・関心・意欲が高い。  

◆自分なりの発想や構想を生かして表現

ができない。

◆自信をもって表現することができない。  

【図画工作科で育成す

る資質や能力】 

・造形への関心・ 

意欲・態度  

・発想や構想の能力  

・創造的な技能  

・鑑賞の能力 

【図画工作科の目標】 

 表現及び鑑賞の活動を通し

て、感性を働かせながら、つく

りだす喜びを味わうようにす

るとともに、造形的な創造活動

の基礎的な能力を培い、豊かな

情操を養う。 
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２ 発想や構想の図 

本研究におけるＡ表現（１）と（２）で働く《発想や構想のプロセス》の違い 
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３ 検証授業 

検証授業① 

１ 題材名「もちもちクネクネ 合わせてあそぼう」 Ａ表現（１） 対象 第４学年            

２ 題材の目標 

   手や体全体の感覚を十分に働かせて、軽量紙粘土や身近なもの等の材料を組み合わせて

つくる活動を楽しむ。 
３ 題材の評価規準 

（１）題材の評価規準 

 ア 造形への関心・ 
意欲・態度 

イ 発想や構想の 
能力 

ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力 

軽量紙粘土やアルミ

線などの材料に興味を

もち、思い付いたこと

を試したり工夫して表

したりする活動を楽し

もうとしている。 

材料などを試しな

がら、思い付いたこと

や表したいことを見

付け、形を変えたり材

料を組み合わせたり

している。 

材料や用具の特

徴を生かして組み

合わせ、表し方を

工夫している。 

自分や友達の活

動や作品のよさや

面白さ、美しさを

感じ取っている。  

４ 本題材における発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫 

手だて 具体的な内容 

児童の関心・意欲を 
高める 

授業の工夫 

・活動の始まりにおいて、材料の特徴や楽しさを伝える演示を通し、  
児童の意欲を高める。

・表現の過程において、児童一人一人が試そうとしていることや工夫  
や表現に共感し、具体的によいところをほめたり、励ましたりする。  

児童の発想や構想を 
広げるための 
指導の工夫 

・児童の発想や構想を豊かにするため、また色々な試行錯誤ができる  
よう、軽量紙粘土を「まるめる・のばす・ねじる・ちぎる」、アルミ線

を「切る・曲げる・つなげる」等の活動の視点を示す。 
・材料や表現方法を児童自らが選んだり決めたりする場面を設定する。  

児童の発想や構想を 
生かして表現する 

指導の工夫 

・学びのつながりを意識した題材設定を行う。

（領域の系統性、材料の発展性を意識した内容） 

５ 指導観 

（１）題材観 

 本題材は、学習指導要領第３・４学年の内容Ａ表現（１）のウ《前学年までの材料や用具に

ついての経験を生かし、組み合わせたり、切ってつないだり、形を変えたりするなどしてつく

ること。》を基に設定した。Ａ表現（１）は、①材料に進んで働き掛け、表し方を見付けたり試

したりするなどの過程を楽しむ活動、②材料を並べたり積んだりするなどの手や体全体を働か

せる活動、③材料の形や色を操作したり場所の特徴を生かしたりするなどの構成的な活動、を

通して、一人一人の資質や能力を十分に働かせ、造形的な創造活動の基礎的な能力を育てるこ

とを意義としている。

Ａ表現（１）は、児童が材料や場所などと出会い、それを手にするなどして、自分で目的を

見付けて発展させていくのに対し、Ａ表現（２）は、想像したことをかく、使うものをつくる

など、あらかじめ決められた主題や内容がある、という発想や構想のプロセスの違いがある。 
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本題材は、軽量紙粘土やアルミ線等を使って児童が思い付いたことを試したり工夫して表し

たりすることで、造形的な能力を培う題材である。この題材を行うことで、児童が材料などに

進んで働き掛け、自分の感覚や行為を通して捉えた形や色、イメージなどから思いのままに発

想や構想を繰り返し、経験や技能などを総合的に活用できる能力を育てたいと考える。

（２）教材観 
 本題材では軽量紙粘土、アルミ線等を使用する。４年生児童は、２年生から図工室での学習

を重ねているが、軽量紙粘土は２年生、３年生と繰り返し経験している親しみのある身近な材

料である。また、軽量紙粘土やアルミ線などの可塑性の高い材料を使うことで、表現の抵抗を

少なくできると考える。さらに、塊材である軽量紙粘土、線材であるアルミ線、また、面材で

あり塊材にもなるアルミ箔等、感触や質感が異なる材料を用意すること、児童一人一人の表し

たいものに合わせて材料を選択できる場面を設けることで、児童の発想や構想の能力を伸ばす

ことができると考える。

（３）材料・用具の設定 
 材料…軽量紙粘土、アルミ線、アルミ箔等、板目紙等 
 用具…はさみ、ペンチ 
（４）場の設定 
・主材料である軽量紙粘土、アルミ線、ペンチは、効率的に使えるようグループごとに用意し

ておく。その他の材料は、使いたい児童のみが使えるよう、材料コーナーに用意しておく。

・児童机を大きく３つのグループになるよう設定しておき、個人から少人数グループ、少人数 

グループから多人数グループへと活動が広がってもよいようにしておく。

・はさみ、ペンチ、アルミ線の使い方を確認し、児童が安全に活動できるよう注意する。

（５）本題材における[共通事項] 
・形や色、材料などを試しながら、それらがつくり出す形や色や組み合わせの感じを捉えるこ

と。

・形や色や組み合わせの感じを基に自分のイメージをもつこと。

（６）板書計画 

 

 ももちちももちちククネネククネネ  
合わせてあそぼう 

材料  
軽量紙粘土 
アルミ線 
アルミはく 
ひも 
板目紙 

はさみルール 
ペンチルール 
アルミ線ルール 
 

色色々々試試ししててみみよようう！！  
 

軽量紙粘土 まるめる・のばす・ 
    ねじる・ちぎる 

アルミ線→切る・曲げる・つなげる  
合わせる さす・巻く・つける 



６ 指導と評価の計画（全２時間）         C の状況と判断される児童への手だて 

主な学習活動 
児童の姿   

児童の発想や構想する力を 
育むための指導の工夫 

◆指導上の留意点◇支援 

☆評価の視点 
（評価方法） 

【導入】 
10 分 
１ 本時のめあてを知る。

２ 材料と出会う。
  
３ 材料に触れ、色々試し

てみる。
・材料の感触を楽しんだ

り、形を変えたりする。  

  
・材料の特徴や楽しさを伝える

演示を通し、児童の意欲を高め
る。 
・児童の発想や構想を豊かにす
るため、また色々な試行錯誤が
できるよう、活動の視点を示

す。
◆アルミ線、ペンチを使う際の

安全指導を行う。 

◇材料を通してどんなことが
できるのかを考えさせ、活動
を促す。 

 

☆軽量紙粘土等の材料に興

味をもち、思い付いたこと

を試したり、工夫して表し

たりしようとしている。

【ア造形への関心・意欲・

態度】 
（活動の様子） 
 

【展開】 
60 分 

４ 思い付いたことを試し
たり、工夫して表したりす
る。

 

  
・児童一人一人が試そうとして

いることや工夫、表現に共感
し、ほめたり、励ましたりする。  

◇活動の視点の確認をしたり、  
参考になりそうな他児童の
活動を示したりする。 

 
・材料や表現方法を児童自らが
選んだり決めたりする場面を

設定する。
 

☆試しながら表したいこと

を見付け、形を変えたり、
材料を組み合わせたりして
いる。

【イ発想や構想の能力】 
（活動の様子） 

材料や用具の特徴を、生か  
して組み合わせ、表し方を  
工夫している。
【ウ創造的な技能】 
（活動の様子） 

【まとめ】 
20 分 
５  お互いの活動を見合
い、よさや面白さ、美しさ
について発表する。

６  振り返りシートを書
く。（題材についての振り
返り） 
７ 図工カードを書く。

（毎時間行っている活動
の振り返り） 
８ 片付ける。 

  
・デジタルカメラで撮影した写
真を電子黒板に映しながら活
動を振り返る。
 
・本時の活動で試したり工夫し
たりしたことを認める声掛け
をする。 

☆自分や友達の活動や作 
品のよさや面白さ、美しさ
を感じ取っている。
【エ鑑賞の能力】 
（発言・振り返りシート）  

 

 

始

ま

り  

 

過

程  

 

振

り

返

り  
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７ 成果と課題 

（１）手だてに照らし合わせた成果と課題               ○成果 ●課題 

（２）板書及び電子黒板の活用 

 

板書（題材名、本時の目標、材料等）         板書（安全指導等） 

 

電子黒板を使っての演示 

 

児童の関心・意欲を 
高める授業の工夫 

○児童への共感的な声掛けによって意欲が高まっていた。

○演示により本時で十分に働かせる能力を示すことで、児童の意欲を  
高めるとともに、ねらいに沿った活動へ向かわせることができた。 

児童の発想や構想を 
広げるための 
指導の工夫 

○友達との会話や関わりを通じてつくりたいものを見付けていく姿 
が見られた。

○ デジタルカメラを使った振り返りの鑑賞活動により、学級全体の  
児童の活動のよいところを見付け合うことができた。

●導入時に実際の材料を使った教師の演示の工夫が必要であった。

●授業内における鑑賞活動を行うタイミングを検討する必要がある。  
児童の発想や構想を 
生かして表現する 

指導の工夫 

○児童は経験のある紙粘土材料を好んで使い、初めて扱うアルミ線 
をたくさん使う児童は少ないことが分かった。

●今後、更に発達段階における材料を扱う経験に系統性を検討する。  

その他 
○授業後、児童の思い切りがよくなり、自由に取り組む姿が見られる  
ようになった。 
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検証授業② 

１ 題材名 「マイブランドマークをつくろう」 A 表現（２）B 鑑賞（１）対象第５学年 
２ 題材の目標 

 自分の思いや考えを言葉、形や色を組み合わせて思い付いたことを試したり工夫したりしてマ

ークをつくる活動を楽しむ。

３ 題材の評価規準及び学習にした具体の評価規準 

 （１）題材の評価規準及び学習に即した具体の評価規準  

 
ア 造形への関心・  

意欲・態度 
イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力 

 
 

自分の思いを 
大切にして、マ
ークをつくる活
動に興味をもっ
ている。 

自分自身のイメージ 
を基にテーマを決め、そ
れを基に、形や色の組み
合 わせから発想し、構
想を思い付いている。 

テーマに合わせて、  
形や色の面白さや美し  
さを、構成して表し方  
を工夫している。 

それぞれの作品 
の工夫したところ
や、よさや構成の美
しさなどに関心を
もって見ている。 

４ 本題材における発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫 

手だて          具体的な内容  （表現の始まり・過程） 

 
児童の関心・意欲を 
高める授業の工夫 

・具体的な方法・手段の提示（意欲の持続）  
 ≪マークづくりのポイントの提示≫ 
・賞賛やワークシートへの言葉添えによる活動意欲の高まり    

・作品の活用（実用できることの目的・期待感） 

 
児童の発想や構想を 

広げるための 
指導の工夫 

・ワークシートやマインドマップに言葉添え（イメージの見直し） 

・見本や作品の鑑賞により発想や構想の手掛かりとなる視点や方法の

提示 

・友達との意見交換（鑑賞からイメージの確認、広がり） 

・アイデアスケッチの時間の確保 

 児童の発想や構想を

生かして表現する 
指導の工夫 

・ワークシート、マインドマップによる活動の振り返り  

・掲示物による活動の振り返り、発想や構想を広げながらマークをつ

くるための形や色の部品集め 

・作品の鑑賞（新たな表現の発見・期待）       

・中学校美術 A（２）のデザイン分野へのつながり（題材の系統性） 

５ 指導観 

（１）題材観 
本題材は、学習指導要領の内容 A 表現（２）イの《形や色、材料の特徴や構成の美しさなど

の感じ、用途などを考えながら、表し方を構想して表すこと》を受けている。

このマークづくりの題材を通して、子供たちの発想や構想の能力を高めることをねらいとし
ている。マークづくりの要素の中にも含まれる形や色の構成から美しさや機能的なデザイン要
素を学ぶことで中学校美術 A（２）のデザイン分野へつながる題材である。また、デザインの
中に含まれる「相手に伝えること」の相手意識をもったマークづくりの活動も他者との関わり

を考える上で重要である内容だと考える。
「形や色について」は、共通事項にも明記されているようにどの題材においても含まれる重要
な事項である。高学年にもなると、ただつくり進めるのではなく、形がつくり出す動き（ムー
ブメントやリズム）や色の調子（グラデーションなど）、それらの配置から生まれる美しさも感
じ取れるようになってくる。このことからも本題材では、マークづくりの学習の中で「形や色」

のもたらすイメージをふくらませ、児童の発想や構想の能力を高めていきたいと考える。また
マークをつくる上で重要な形や色のもつイメージを感じたり広げたりしながら言葉として具現
化することや、マークの意味やそこに含まれている〈テーマ性〉などを読み取れるようにした
い。そして形や色がつくり出す美しさを感じ取らせ、発想する力〈イメージ〉と構成する力〈プ

ランニング〉の資質や能力を高めながら、児童の表現に生かせるようにする。
 マークづくりの学習から自らの思いや願いをもたせ、伝えたいことを明確にして視覚伝達デ
ザインⅰの用途を考えながら、表し方をそれぞれ工夫させたいと考える。 
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（２）教材観 
マークのポイントとなる「形や色」「構成」「用途」の指導において「共通事項」で示してい

る内容を重視する。共通事項のイ「形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつ

こと」の視点からもマークづくりは児童の造形活動や鑑賞活動を豊かにするためにも効果的で
あると考える。

形や色などから児童自らが自分の心に浮かんだイメージを具体化するような手だてとして、 
この題材ではワークシートやマインドマップを使用する。マインドマップとは、自分を中心と
して、自分が「好きなもの」「興味のあること」など自分にまつわるものをどんどんと書き出し、

自己の特徴を見付け出すものである。また、ワークシートには自分の表現で大切にしている主
題は何か、どの形や色から表現したい意図が分かるのか、など簡単な絵でかきとめるためのア
イデアスケッチを豊富にさせるものである。マインドマップやワークシートを有効に活用する
ことで発想や構想の過程を自然と身に付けられるようにしたい。また、マークの特徴である形

の単純化や構成の方法についても学ばせ、表現が高まるようにする。できた｢マイブランドマー
ク｣をエコバックに印刷したり、シールとして活用したり発表・発信することで主体的に行動す
る実践的な態度や資質、能力を育てていきたい。個々の思いを表すためにどんな表現ができる
か、形や色の組み合わせの美しさなどにも気付かせ、指導しながら見る人に自分の思いや願い
を伝えられるような「マーク」づくりができるように支援していく。

（３）材料、用具 
  教師･･･マインドマップ、ワークシート、マークの見本 
  児童･･･色鉛筆、鉛筆 
６ 指導と評価の計画（全５時間）        C の状況と判断される児童への手だて 

主な学習活動  
児童の姿 

は児童の学習課題 

◆指導上の留意点  
児童の発想や構想を育むための
指導の工夫 

☆評価の視点（評価方法）  
  「努力を要する」（C）と判断する具

体例 

１ 今回の学習について知る。

・マークの印象やもつ意味に 
ついて発言したり、マークづ 
くりへの意識を高めたりする。

２ ロゴマークとシンボルマ 
ークの違いについて学ぶ。

・ロゴマーク、シンボルマー 
クそれぞれの見本を見て、そ 
れぞれの違いや気付いたこと 
を発言する。

 

◆マークづくりにおける「テー

マ設定」が明確になるように 
マークをつくる手順や考え方 
を提示する。

◆様々なマークを見せ、マーク  
のもつ意味や利用性について 
考えさせる。

◆ロゴマークは「文字」が主体  
となることやシンボルマーク 
は「絵」が主体となることを教  
え、違いを理解しながらマイブ  
ランドマークをつくれるように

する。

◆ロゴマークとシンボルマークの

例（鑑賞） 
◆マークはなぜあるのか、どん  
な意味合いがあるのかを見本 
を示し問いながら、マークがも  
つ意味を考えさせ、マークを見  
る人（伝えたい人）に伝えたい  
願いや思いがあることに気付か  
せる。
※視覚伝達デザインとしてのマ
ークづくりを意識させる。ピク
トグラムⅱの意味についても知
らせる。

 

☆マークの特徴やその表し方・色

や形に興味をもち、進んで活動

する。

【ア造形への関心・意欲・態度】 

 

「マイブランドマーク」をつくろう 

始

ま

り  

   

第
１
・
２
次  

 

導

入  

 

  

（２）教材観 
マークのポイントとなる「形や色」「構成」「用途」の指導において「共通事項」で示してい

る内容を重視する。共通事項のイ「形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつ

こと」の視点からもマークづくりは児童の造形活動や鑑賞活動を豊かにするためにも効果的で
あると考える。

形や色などから児童自らが自分の心に浮かんだイメージを具体化するような手だてとして、 
この題材ではワークシートやマインドマップを使用する。マインドマップとは、自分を中心と
して、自分が「好きなもの」「興味のあること」など自分にまつわるものをどんどんと書き出し、

自己の特徴を見付け出すものである。また、ワークシートには自分の表現で大切にしている主
題は何か、どの形や色から表現したい意図が分かるのか、など簡単な絵でかきとめるためのア
イデアスケッチを豊富にさせるものである。マインドマップやワークシートを有効に活用する
ことで発想や構想の過程を自然と身に付けられるようにしたい。また、マークの特徴である形

の単純化や構成の方法についても学ばせ、表現が高まるようにする。できた｢マイブランドマー
ク｣をエコバックに印刷したり、シールとして活用したり発表・発信することで主体的に行動す
る実践的な態度や資質、能力を育てていきたい。個々の思いを表すためにどんな表現ができる
か、形や色の組み合わせの美しさなどにも気付かせ、指導しながら見る人に自分の思いや願い
を伝えられるような「マーク」づくりができるように支援していく。

（３）材料、用具 
  教師･･･マインドマップ、ワークシート、マークの見本 
  児童･･･色鉛筆、鉛筆 
６ 指導と評価の計画（全５時間）        C の状況と判断される児童への手だて 

主な学習活動  
児童の姿 

は児童の学習課題 

◆指導上の留意点  
児童の発想や構想を育むための
指導の工夫 

☆評価の視点（評価方法）  
  「努力を要する」（C）と判断する具

体例 

１ 今回の学習について知る。

・マークの印象やもつ意味に 
ついて発言したり、マークづ 
くりへの意識を高めたりする。

２ ロゴマークとシンボルマ 
ークの違いについて学ぶ。

・ロゴマーク、シンボルマー 
クそれぞれの見本を見て、そ 
れぞれの違いや気付いたこと 
を発言する。

 

◆マークづくりにおける「テー

マ設定」が明確になるように 
マークをつくる手順や考え方 
を提示する。

◆様々なマークを見せ、マーク  
のもつ意味や利用性について 
考えさせる。

◆ロゴマークは「文字」が主体  
となることやシンボルマーク 
は「絵」が主体となることを教  
え、違いを理解しながらマイブ  
ランドマークをつくれるように

する。

◆ロゴマークとシンボルマークの

例（鑑賞） 
◆マークはなぜあるのか、どん  
な意味合いがあるのかを見本 
を示し問いながら、マークがも  
つ意味を考えさせ、マークを見  
る人（伝えたい人）に伝えたい  
願いや思いがあることに気付か  
せる。
※視覚伝達デザインとしてのマ
ークづくりを意識させる。ピク
トグラムⅱの意味についても知
らせる。

 

☆マークの特徴やその表し方・色

や形に興味をもち、進んで活動

する。

【ア造形への関心・意欲・態度】 

 

「マイブランドマーク」をつくろう 

始

ま

り  

   

第
１
・
２
次  

 

導

入  
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３ 形や色のもたらすイメー  
ジについて学ぶ。

４ 「マーク」をつくるた 
めに「テーマ」設定をする。

 

５ 「マイブランドマーク」 
をつくる。  
自分はどんな人でマークに、 
どんなイメージをもたせた 
いかを言葉にまとめる。

・アイデアスケッチを繰り 
返す。
・形を単純化する。

             
 
 

 

◆さまざまな色の見本や形を 
見せ、その色がもつイメージを  
ワークシートに言語化し、連想  
しながら具現化できるように 
する。

◆ワークシート・マークの例（鑑賞）  

◆〈マインドマップの活用〉 
自分を多面的に捉えながら、表しし
たい思いや伝えたいテーマを決
められるように、ママイインンドドママッッププ
を作成する。
〈ワークシートの活用〉 
「性格」や「好きなもの」から
「自分」を表現できる「形や色」
は何かを連想し、ワークシート
に描いたものを生かし、振り返
りができるように支援する。
◆マインドマップの作成・友達
との話し合い表したものへの言
葉添え 
◆思いを具現化できるように、  
事前に学習した｢形や色｣につい  
て、イメージを言語化したもの  
を掲示して、発想を広げられるるよよ
うにする。
◆いくつかのマークの例を掲示  
し、マークのよさや工夫点など  
に気付けるようにする。

◆マークづくりのポイントの提

示 

◆ワークシートを用意し、マー

クを通して伝えたいことや表し

たいこと・思いを明確に言葉に

まとめられるようにする。

 

☆自分の思いを大切にしてマー
クを作る活動に興味をもってい
る。【ア】 

マークづくりに興味がもてずに、ワ 

ークシートにかくことができない。

対話を通じて児童の思いを聞き、マー 
クをつくる具体的な方法を紹介して一 
緒につくりすすめる。

☆テーマに合わせて、形や色の 
面白さや美しさを構成して、表 
し方を工夫している。
【ウ創造的な技能】 

どうやって形を単純化すればよいのか、 
まとめたりしたらいいのかわからず、絵 
のままで、とまっている。

絵から形を単純化する方法をいくつか 
示しマークに近付けられるようにする。

☆アイデアスケッチを繰り返し、
美しさや効果を考えて構想を練
っている。
【イ発想や構想の能力】 
（ワークシート、アイデアスケッチ、、

活動の様子、発言） 
☆｢形や色｣のもたらすイメージ

から自分が表したいことに合っ

た｢絵｣を思い付いている。【イ】  
☆自分が表したいことを基に｢形
や色｣のイメージを生かし、その
組み合わせや構成の仕方を発想
し、｢マイブランドマーク｣をつく
っている。       
【ア】【ウ】 

 

形や色から思い浮かぶイメー

ジを想像してみよう 

表したい思い・伝えたいことを

まとめよう 

よいマークの条件 

１ わかりやすい 

２ はっきりしている 

３ 印象的（美しい） 

過

程  

   

第
３
・
４
次  

第
５
次  

本
時  
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６ 「マイブランドマーク」 
を完成させる。
制作過程の作品を友達と鑑賞 
し、それぞれの表現のよさや 
工夫点を感じ合う。
（表現の広がり） 

 

◆これまでの学習を振り返るワ

ークシート 
◆マーク例の掲示物 
◆友達との意見交換（鑑賞） 

◆いくつかの｢マーク｣の例を掲

示し｢マーク｣のよさや工夫点

など気付けるようにする。   

自分が表したいものやテーマが思い付 
かず、どうやって形をかいたらいいか 
わからずに、アイデアスケッチが進まず 
にいる。

対話やワークシートから児童の思いを 
引き出しながら、アイデアスケッチを一 
緒にかき出すことや、また、友達の制作 
過程を見せるなどして、自分で進んでか 
いていけるようにする。

☆視覚伝達デザインとしての用 
途や美しさなどを考え、自分の 
思いに合わせ、新しい表現を加 
えたり、工夫したりしている。

（活動の様子、観察）【ウ】 
☆自他のよさや工夫点を感じ取 
っている。 【エ鑑賞の能力】 
（活動の様子、ワークシート） 
 

（事後）できた「マーク」作品を発表、鑑賞し合いどこに表示したいか、使用目的の方法を考える。 
◎自他の作品の違いに気付き、それぞれのよさを味わう。

◎できたマークをどこに表示したら効果的かを考えている。 
   ★使用目的に合わせた表示やシール、プリント加工したものによるマークの活用    

ⅰ視覚伝達デザイン・・視覚伝達デザイン（ビジュアルコミュニケーションデザイン）とは、色や形などを用

いて伝えたい情報を効果的に構成して表わすデザインのこと。ポスター、マーク、案内状、サイン（標識や案

内板）パッケージ（袋・包装紙など）などが挙げられる。それぞれの目的や用途などの条件をしっかりとふま

えて制作される。                              出典 秀学社「美術資料」 
ⅱピクトグラム・・絵文字や絵言葉のこと。表現対象である事物や情報から視覚イメージを抽出、抽象化し、

シンプルな図の記号であり言語の制約を受けない「視覚言語」である。非常口のサイン、禁煙サイン、車いす

など、一部のマークは国際的にデザインと意味が統一され、駅・空港などの公共空間にみられ普及している。

誰が見てもその意味が分かるマーク。参考文献  太田幸夫: ピクトグラムのおはなし, 日本規格協会 (1995).

７ 成果と課題 

（１）手だてに照らし合わせた成果と課題                ○成果 ●課題  
 
児童の関心・意欲

を高める授業の工夫  

○授業でつくったマークを名刺やバッグに印刷して実際に使ううよよううににしし

たことで、自分のマークに愛着をもって活動することができた。 
●「単純化」という言葉よりも「わかりやすくしよう」「目立たせよう」」

の方が分かりやすかった。児童に投げ掛ける言葉を吟味したい。 
  

 児童の発想や構想

を広げるための 
指導の工夫 

○具体的な手段を教師が提示したことが児童の活動の助けになった。

○発想や構想の段階を追ってワークシートを用意したことで、その時間  
に学ぶことや考えることの視点や方法を、はっきり提示するとともに 
アイデアを練る十分な時間を確保することができた。

●アイデアスケッチをかく際は、「たくさんかこう」よりも「３つかこ

う」など限定すると、児童の負担を減らすことができた。 

マークづくりのポイント 

１ 自分をあらわす形や絵を決

める（シンボル決め） 

２ 形を「図」や単純化して組み

合わせてみる 

３ 形にあてはめてみる 

 

第

６

次  

ま

と

め  

  



 
 児童の発想や構想

を生かして表現する  
指導の工夫 

○ 掲示物によりこれまでの学習を振り返ることができるようにした事  
で、今までの学びを生かして取り組むことができた。

○前年度に学んだ「色と形」の既習事項がマークづくりに生かされた。  
●情報量や完成度が高度だったので、児童の発達段階に合わせた導きが  
必要であった。 

 
その他 

○丸や菱形等の穴をあけた枠を用意し、色々な形にマークを当てはめて  
見られるようにしたことが、自分のデザインの形を決める際の支援にな

った。

○つくったマークを名刺やバッグにした時に、名刺交換するなど自然と  
関わり合いが生まれた。 

（２）教師の示したワークシートや掲示物 

教師の示したワークシート一例        掲示物一例 

（３）児童の作品 

 

それぞれの 
部品を組み合

わせて、マーク

にする。 

マークをつくるまでの 
学習の流れを分かりや

すく掲示することで、 
毎時間のマークづくり

のポイントや振り返り

ができるようにした。 

教師の示したワークシートの例がマークをつくる際の手掛かりとなった。  

自分マークとし

て使いたい部品

をかき出す。 
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検証授業③ 

１ 題材名 「回してみると…」Ａ表現(２) 対象 第５学年 

２ 題材の目標 

  クランクの仕組みから発想や構想を広げ、動きを生かしたおもちゃを工夫して表す。

３ 題材の評価規準 

４ 本題材における発想や構想からの学びを生かし、表現できる指導の工夫 

手だて 具体的な内容 

児童の関心・意欲を  

高める授業の工夫 

・活動の始まりにおいて、クランクの仕組みが視覚的に分かるような

見本を提示し、児童の関心・意欲を高める。

・児童の発想の面白さや工夫を認める声掛けをする。

・鑑賞活動では、互いのおもちゃを動かしてみて、クランクを使った

おもちゃを楽しむことで、工夫やよさを見付け、楽しむことを伝え、

児童の目的意識を高める。 

児童の発想や構想を

広げるための 
指導の工夫 

・児童が思い付いたアイデアを具体的にイメージできるよう、アイデ

アスケッチの時間を確保するとともに、計画カードを準備し、全体の

計画が明確になるようにする。

・活動の過程で、ストローの出る位置が異なる見本を出し、児童が発

想するための視点を示す。

・活動の過程で、面白い工夫をしている児童の活動を紹介し、全体で

共有する。 
・材料コーナーをつくり、児童が必要に応じて材料を選択できるよう  
な場を設定する。 

児童の発想や構想を

生かして表現する 
指導の工夫 

 

・クランクの仕組みの見本を、活動の過程において、手にとって確認

できるようにしたり、針金を曲げる際にガイドとなる補助教材を用意

したりするなど、児童が仕組みを理解し、構造を確認しながら制作で

きるようにする。 
・活動の始まりで取り組んだ計画カードを、活動の過程において振り

返りができるよう配布し、活用する。

・系統立てた題材を設定する。本題材では、第４学年で取り組んだ紙

工作の経験を踏まえ、新たな材料である針金と〝動き〟の要素を加え

た紙工作を設定する。 

 
ア 造形への関心・

意欲・態度 
イ 発想や構想の 

能力 
ウ 創造的な技能  エ 鑑賞の能力 

 

①クランクの仕組み

から発想や構想を広

げ、おもちゃをつく

ることに興味をもっ

ている。

 

①クランクの仕組み

から発想や構想を広

げ、つくりたいおも

ちゃを思い付いてい

る。

②アイデアスケッチ

や、クランクの動き

などを基に、自分の

イメージに合った材

料や形を考えてい

る。 

表したいイメー

ジに合わせて、動き

を考えながら、材料

や用具の特徴を生

かし工夫している。  

自分や友達のア

イデアや動きの面

白さ、表し方の工夫

を感じ取っている。  
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５ 題材観 

（１）題材観 
 本題材は、学習指導要領の内容Ａ表現（２）アの≪感じたこと、想像したこと、見たこと、

伝え合いたいことから、表したいことを見付けて表すこと≫を受けて設定している。

 児童は活動の始まりで、クランクの動く仕組みを知る。この動く仕組みをきっかけに、思い

付いたことや想像したことを、アイデアスケッチや計画カードに表しながら、どのような動く

仕組みのあるおもちゃをつくりたいかを具体的にイメージする。児童は最初に思い付いた発想

や表したいことを具現化するために、試行錯誤を重ねながら表し方を検討する。表現活動の過

程では、表し方やつくり方の段取りを練り直したり、新しく思い付いたことを新たな発想とし

て表現に取り入れたりしながら、創造的な技能を働かせ、同時に発想や構想の能力を発揮して

いくであろう。

クランクの動きから楽しく発想し、更に発想や構想したことを試行錯誤する活動から、自 
信をもって表現することで、造形的な能力を身に付け伸ばしていけることを期待する。

（２）教材観 
 本題材では、主材料として、針金、箱、ストローを使う。針金は初めて扱うため、針金の安

全な扱い方、針金を曲げるためのペンチの基本的な使い方などの安全に留意し、活動の始まり

において指導する。箱は、児童が持参したものを使うが、児童のアイデアによっては、工作用

紙でつくるなどして、児童の発想に合ったものを使えるようにする。ストローは、児童にとっ

て身近な材料であるとともに、簡単に折ったり、切ったり、ステープラで留めたりできるため

扱いやすく、表現の過程で容易に段取りを考え直したり、つくり直したりすることができると

考える。 
クランクの仕組みをつくるため、針金を曲げる活動で困難を感じる児童が出ることが予測され

るため、どのように曲げればよいのかをあらかじめ工作用紙に黒マーカーで書き込めるガイド

を準備しておくなど、児童が発想や構想する前の時点で抵抗を感じないよう支援を工夫する。

併せて本題材の〝動く〟という仕組みを児童に分かりやすく伝え、その上で、児童が豊かに発

想や構想をしていけるよう、使用する色画用紙、工作用紙などをまとめ、材料コーナーの場を

設定する。また、児童が使いたいと考える材料を整理して書き込めるような、ワークシートを

工夫するなどの手だてを用意する。 
 

（３）材料・用具の設定 

教師…針金、ストロー、色画用紙、工作用紙、セロハンテープ、両面テープ、ステープラ、

ペンチ、千枚通し、カッターナイフ、カッターマット、カラーペン、針金の曲げ方

がかかれた台紙（針金の曲げ方ガイド）、ワークシート（計画カード） 

  児童…空き箱、はさみ、接着剤、ステープラ、セロハンテープ、使用したい材料 

 

- 17 -



- 18 -

６ 指導と評価の計画（全６時間）             C の状況と判断される児童への手だて 

主な学習活動 
児童の姿 

   は児童の学習課題 

児童の発想や構想する力を 
育むための指導の工夫 

◆指導上の留意点 ◇支援  

☆評価の視点 
(評価方法) 

１ 題材と出会う。

・クランクの仕組みを知る。  

・クランクの動く仕組みが分

かる見本を動かして見せ、児

童の興味・関心を高める。 

☆クランクの仕組みから発

想を広げ、おもちゃをつくる

ことに興味をもっている。 
【ア関心・意欲・態度】 
(活動の様子) 

２ どんな動きをするおもち

ゃをつくりたいかアイデア

を考える。

・アイデアスケッチをかき

ながら、思い付いた動きや、

おもちゃのアイデアを具体

的にイメージする。 

・アイデアスケッチの時間を

確保し、思い付いたアイデア

をかきとめたり構想したりで

きるよう、計画カードを用意

する。 

☆☆クランクの仕組みから発想

を広げ、おもちゃをつくるこ

とに興味をもっている。 
【ア】(活動の様子) 

☆クランクの仕組みから発発想想

を広げ、つつくくりりたたいいおおももちちゃゃ

を思い付いている。 
【イ発想や構想の能力】 
(活動の様子、計画カード)  

３ クランクの仕組みをつ

くる。

・ 動きを確認しながら、 
クランクがスムーズに回る

ように考えてつくる。 
・実際のクランクの動きから

新しい発想を思い付くなど、

更にイメージを広げる。 

・ペンチの使い方などをおさ

え、児童が活動しやすいよう

支援する。

◇仕組みづくりの手順を示す。。

◇児童のつまずきを予測し、

仕組みを完成できるよう支援

する。

◇針金の曲げ方がかき込める

紙を用意し、かいた線に合わ

せて針金を曲げられるように

する。

◆安全に留意する。 

☆アイデアスケッチや、クラ

ンクの動きなどを基に、自分

のイメージに合った材料や形形

を考えている。【イ】 
(活動の様子、つぶやき、作

品) 
☆表したいイメージに合わせせ

て材料や用具の特徴を生かかしし

工夫している。 
【ウ創造的な技能】 
(活動の様子、つぶやき、作

品) 
４ つくりたいおもちゃの

イメージに合わせて、工夫し

てつくる。 

・面白い工夫をしている児童

の活動を取り上げ、共有でき

るようにする。

・児童の発想や工夫を認める

声掛けをする。

◇計画カードを配布し振り返

りできるようにする。 

☆☆アイデアスケッチや、クラ

ンクの動きなどを基に、自分

のイメージに合った材料や

形を考えている。 
【イ】(活動の様子) 

☆表したいイメージに合わせせ

て材料や用具の特徴を生かかしし

工夫している。 
【ウ】(活動の様子、作品) 

５ 自分の作品を紹介した

り、友達の作品を見たりし

て、互いの作品の工夫やよさ

を感じ取る。 

・鑑賞カードを用意し、自分

の工夫を振り返り、友達の作

品への興味を高める。

◆鑑賞の時間を十分に取る。  

☆自分や友達のアイデアや動動

きの面白さ、表し方の工夫をを

感じ取っている。 
【エ鑑賞の能力】 
(活動の様子、鑑賞カード) 

 

導

入

第

１

次  

第

２

次  

 

第  

３

次  

本

時  

 

過

程  

 

第

４

次  

 

第  

５

次  

ま

と

め  

 

  

動く仕組みのある 
おもちゃをつくろう。  

見本を実際に動かすなどさせ、仕組

みの理解を深め、関心を高める。  

ストローの動きから何を思い浮かべ

るかなど具体的な声掛けをし、発想

の視点を示す。 
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７ 成果と課題 

（１）手だてに照らし合わせた成果と課題                ○成果 ●課題 

（２）成果の資料 
①計画カード 

思い付いた発想や構想を具体的にするための手だてとして〝計画カード〟を準備した。

裏面に同形式の参考例(下図)を載せ、発想や構想の手掛かりとなる視点を示した。

 

 

児童の関心・意欲を  
高める授業の工夫 

○導入時にクランクの仕組みを提示したことで、児童の関心・意欲を

高め、作品のイメージをもたせることができた。

○児童への肯定的な声掛けにより、児童理解と意欲の高まりが見られ  
た。 

児童の発想や構想を

広げるための 
指導の工夫 

○ワークシート（計画カード）がアイデアを具体的にする上で有効で

あった。特に裏面に例を示したことで、児童にとって取り組みやすい

ものとなった。

○活動の途中で児童の表現の工夫を紹介したことが、他の児童にとっ

て発想の手掛かりとなり、試す姿が見られた。

●児童のつくりたいもののイメージに合わせた大きさの箱にできるよ

うな支援が必要であった。 

児童の発想や構想を

生かして表現する 
指導の工夫 

 

○針金を曲げる際の「ガイド」は曲げ方を理解しにくい児童にとって

有効であった。

○活動の過程においても、クランクの見本を手にとって確認できるよ

うにしたところ、仕組みへの理解が深まった。

●黒板等を活用し、今までの学習を振り返れるようにする手だてがあ

ってもよかった。

●児童の発達段階に応じた接着の仕方について指導が必要であった。  

その他 ○意欲的に活動を続けていた。ワークシートの提示の工夫や活用によ

り、児童がイメージや見通しをもって取り組めることが分かった。 

あらかじめ箱

の形は示して

おく。 

表したい 

テーマを書く。  

最初のアイデ

アを貼る。 

針金の曲げ方

をかき込む。 

必要な材料を

書き込む。 

ストローと針金の

つながりを点線で

かく。 

変更点等は赤鉛

筆で書き込む。 

完成予想図

(見取り図 )

をかく。 



②針金の曲げ方ガイド 
クランクの仕組みをつくる際、針金をどの位置で曲げたらよいかを明確にするために、手

だてとして〝針金の曲げ方ガイド〟を準備した。 

 

③作品の見本例 

 

（３）児童の作品 

 

「風船、飛んでっちゃった！」 

 

         「最強のドラゴン」 

針金をガイドに

合わせて曲げる。  針金の曲げ方

をかき込む。 

  

表現の過程において、班に 1 つ

ずつ配布し、仕組みを手にとっ

て確認できるようにする。 

〝計画カード〟の段

階で、凧糸や綿を使う

ことを計画して取り

組んでいる。 

箱の形を発想に合わ

せてつくっている。 
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Ⅵ 研究の成果            

１ 検証授業前、後における実態調査結果の比較  

（１）調査の概要  

事前調査実施９月 都内３校 児童数 91 名 事後調査実施 12 月 同校児童数 92 名 

 

 

 

質問１作品をつくる時、アイデアはすぐにうかびますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前 いつもすぐうかぶ

大体すぐうかぶ

あまりうかばない

うかばない

 

質問４作品をつくる時に、自分が経験したことやそれまでの図工の時間に学んだことを生か

してつくっていますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前
とても生かしている

生かしている

あまり生かしていない

生かしていない
  

質問２アイデアがうかぶのは、どんな時ですか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

先生の話を聞いている時

材料を見たり、さわったりしてい
る時
友達と話したり、友達がやってい
ることを見たりしている時
本や図鑑を参考にしている時

質問３アイデアがうかばない時は、どうやって解決していますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

先生に相談する

材料を見たり、さわったりしてみ
る
友達に相談したり、友達の作品
を参考にしたりする
本や図鑑を参考にする
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 (２) 調査結果からの検証 

質問５アイデアを練ったり、つくり方を考えたりすることは好きですか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前
好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

質問６アイデアを練ったり、つくり方を考えたりすることは得意ですか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前 得意

どちらかといえば得意

どちらかといえば苦手

苦手

質問７作品をつくる時、考えたり計画を立てたりしてつくっていますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前
考えて計画を立てている

考えているが計画はない

計画はあるが考えていない

どちらもしていない

質問８自信をもって作品をつくっていますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前
いつももっている

もっているときもある

あまりもっていない

もっていない
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実態調査の結果の比較したところ、質問４では「作品をつくる時に、自分が経験したことや

それまでの図工の時間に学んだことをとても生かしている」「生かしている」と回答した児童の

割合が増えており、「まったく生かしていない」と回答した児童は０人だった。本研究の手だて

を通して、児童が学び（過去の経験や題材の中での学び）を次の活動につなげて表現しようと

する児童を育てることができることが分かった。

また、質問８の事前調査で「自信をもっている時もある」と回答した児童のうち数名が「い

つも自信をもっている」に移行した。この結果から、本研究の手だては、自信を高めることに

有効だったことが分かる。しかしながら「自信をあまりもっていない」「もっていない」と回答

した児童の数に変化はなく、このことから年間を通した取組と、自信がない児童への個別指導

の手だてを具体的にしていく必要があると考える。
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２ 研究の成果 

  本研究を通して発想や構想の能力について協議を重ね、理解を深めるとともに、A 表現（１）

と A 表現（２）におけるプロセスの違いを共通理解することができた。また、研究主題に迫

る手だてによって得られた成果を以下に挙げる。 

 

児童の関心・意欲を 
高める授業の工夫 

○導入における演示の工夫 
○導入における完成作品の活用方法の提案  

活動の始まりにおいて材料の扱い方の演示、仕組みの提示、授業で  
作成した作品を実際に使ってみるよう提案することなどが児童の意欲

を高めることに有効だった。 
○活動の過程における達成感や喜びを味わわせるための肯定的な声掛  
け及び支援  

教師から適切に声を掛けられたり、作品の写真を撮ってもらったり  
した児童は、その後から嬉しそうに活動していた姿が多く見られた。  

教師による児童への肯定的な声掛けや励ましは、児童理解を深め、

児童の表現したいものに対しての具体的な支援につながり、更に意欲

が高められることが実証できた。 
児童の発想や構想を

広げるための指導の

工夫 

○発想や構想の手掛かりになる視点や方法の提示 
活動の始まりや過程における作品の鑑賞や、発想や構想の手助けと

なる資料や方法、ワークシート等の提示が、児童にとって発想や構想

の手掛かりとなった。また、他の児童の発想や作品の紹介により、自

分でも試したり取り入れたりする児童が増え、その後の活動が活性化

された。 
児童の発想や構想を

生かして表現する 
指導の工夫 

 

○これまでの表現活動における発想や構想したもの、作品等の資料の  
活用や提示 

これまでの学習を振り返ることができるような掲示物や、見本等を

手にとって見ることができるようにしたことで、児童が今までの活動

に立ち戻りながら活動できた。 
その他 ○ワークシートの有効性 

ワークシートを工夫して用い、アイデアスケッチを行う時間を確保  
することで、一単位時間における活動のねらいや到達目標をはっきり

させることができた。また、いつでも振り返りが可能な児童の記録と

して、児童が更に発想や構想を広げたり、アイデアを具体化したりす

る上で有効であった。さらに、教師が児童の表したいものやつくりた

いものへの理解と支援の資料としても有効である。

○創造的な技能を支える手だてとしての見本や教材 
クランクを作成する際、つくりたい構造に合わせて針金を曲げるこ

とができるようなガイドを作成することで、針金を曲げる段階でつま

ずく児童に対する支援ができ、意欲を保ったまま活動を続けることが

できた。 



Ⅶ 今後の課題 

 

児童の関心・意欲を

高める授業の工夫 
●成功体験を増やせるような題材設定及び指導計画 

児童への肯定的な声掛けは実証できたが、児童が成功体験を積み重

ねることで自信をもっていくことも分かった。これからは児童が成功

体験を重ねていけるよう授業の流れを整理するとともに、題材の設定

や開発を行う。

●児童への声掛けの仕方の開発 
 児童の工夫をとらえる視点より、児童の発想を引き出す質問の開発

やよさを伝える声掛けの開発を行い、言語活動の充実につなげる。

 今回は、児童への手だてとしての声掛けが有効であることは実証で

きたが、活動内容や個に応じた声掛け、自信のない児童への支援とし

てどのような声掛けや手だてが有効か、より具体的にしていく必要が

ある。 
児童の発想や構想を

広げるための指導の

工夫 

●ワークシートの活用と改善 
ワークシートは、題材や児童の発達段階に応じて記入の仕方を検討

し、題材に応じて発想を段階的に引き出し、計画性をふまえた構想が

できるよう分かりやすいものに改善していく必要がある。 
児童の発想や構想を

生かして表現する 
指導の工夫 
 

●児童の発達段階及び児童理解に基づいた手だて 
児童の発達段階及び児童理解に基づいて、材料・用具の経験を計画

的に増やすと共に、児童に与える情報の精選、ねらいの明確な設定（育

成すべき資質や能力）を行う必要がある。 
その他 ●児童に自信をもたせるための具体的な手だての検証 

 実態調査の結果を踏まえ、児童に自信をもたせるためには、年間を

通した計画的・系統的な取組みが必要であることが分かった。また、

自信がない児童に対して、児童理解に基づく個に応じた具体的な手だ

てを検証していく。

●発想や構想の能力と創造的な技能のつながりに視点をあてた研究 
本検証授業では、マークの周りの形を決める際に、色々な形の穴が

開いたカードや、針金を曲げる際のガイドを準備したことが、児童の

思いを具現化するための手だてとなった。発想や構想の能力を働かせ

て、思い浮かんだアイデアを具現化するためには創造的な技能が必要

である。これからは、この２つの能力の関係に視点をあて、アイデア

を実現するための基礎的・基本的な技能の定着及び活用の仕方が課題

である。児童が自分自身で考えたアイデアの実現をすることにより、

自分の表現に自信をもち、新たな表現を生み出していけるような研究

を深めていきたい。 
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